
学習内容報告書_島根県益田市立鎌手小学校２ 

学校名 島根県益田市立鎌手小学校 

授業者 原 誠 

1.  単元計画 

1-1.  単元名 

鎌手の海の環境を考えよう 

1-2.  学年 

第５学年 

1-3.  教科 

総合的な学習の時間・理科 

1-4.  単元の概要 

鎌手の海の生物観察や漂流物調査などを通して、環境について考える。また、海の環境は森や川の環境に

も関係していることから、高津川の源流から河口までの様子も見学し、身近な自然環境について調べる。「海

の恵み」の観点からワカメの養殖にも取り組み、地元の専門家の指導の下、種付けや収穫などの体験活動も

する。これらの活動を通して、身近な環境の保全のために自分にできる取組を考え、できることを生活の中

で実践していく。 

1-5.  単元設定の理由・ねらい 

 ○海の環境を守るという視点をもって、海の環境に関わる課題を設定することができる。  

○調べる観点を明確にし、目的に沿った方法で海の環境について調べることができる。  

○伝えたいことを明確にしたまとめ方や発表の仕方を工夫することができる。  

○海の環境保全に対する意識を高め、環境を守るための実践力を養うことができる。 

1-6.  育みたい資質や能力、態度 

〇 課題を探求的に学習することを通して、環境に関わること、持続可能な社会に関わることの概念的な知

識を習得する。 

〇 課題設定、情報収集・整理、結果分析、まとめや表現活動を通して、思考力・判断力・表現力を高める。 

〇 課題を探求的に学習することを通して、自分自身に関すること、他者や社会との関わりについて関係性

を意識し、学びに向かう力、人間性を高める。 

1-7.  単元の展開（全 ３０時間 総合的な学習の時間２８、理科２） 

時

数 
学習活動・主な内容 

教師の指導 / 主な評価 

外部連携 / 使用教材等 

1 

2 

○鎌手の海（土田海岸）を見学する。 

・海を様子（海の景観・水の透明さ・磯の生物・

漂流物など）を観察する。 

・鎌手の海へ行き、海の様子の観察を行わせる。 

・気付いたことや感想などを記録させる。 



３ 

○鎌手の海の様子について感じたことをまとめ、

課題意識をもつ。 

・見取った様子や気付きについてまとめる。 

・メモやその時の様子等から鎌手の海についての 

気付きや感想を出させ、課題意識をもたせる。 

・鎌手の海の印象についてまとめさせる。 

４  

○鎌手の海から連想すること等を出し合い、課題

を設定する。 

・「鎌手の海の環境を守るにはどうしたよいだろ

うか」 

・ウェビングを行い、鎌手の海と環境との関係を

明確にさせ、課題を設定させる。 

５ 

６ 

○海の豊かな環境のためには、川も重要な役割を

担っていることを知る。 

・環境アドバイザーから海と川の関係について話

を聞く。 

・島根県の環境アドバイザーを講師に迎え、専門

的な立場の方から海と川の関係について学ぶ

場を設定する。 

7 

～

10 

○高津川の源流から河口まで移動しながら、上

流・中流・下流ごとに様子の観察・見学をする。

（総合的な学習の時間２，理科２） 

・川や森の様子、川の生き物などについて、実際

に見学しながら環境アドバイザーの話を聞く。 

・環境アドバイザーの方と一緒に高津川の見学を

行う。 

11   

○高津川見学を通して気付いたことや感想を出

し合い、海の環境とつながっていることを意識

する。 

・環境アドバイザーの話を聞いた感想や気付いた

こと、タブレットで撮影した川の様子などを発

表させ、情報分析をさせる。 

12 

～ 

14 

○ワカメの養殖①（苗の植え付け）の体験活動を

する。 

・地元の専門家による指導を受けながらワカメの

養殖体験をする。 

・ワカメが育つには、海の環境が大事であること

を意識させながら、体験活動を行わせる。 

15 

～ 

22 

○海の環境を守るために、自分にはどんなことが

できるか考える。 

・まず、自分たちがゴミのポイ捨てをやめる。 

・ポスターを掲示し、海の環境を守るよう呼びか

けをする。 

・鎌手の海や高津川の環境について発表し、多く

の方に伝える。 

・「自分たちにできること」、「伝えたいこと」の 2

つの観点で整理をさせ、実際に取り組んでいくこ

とを決定する。 

23 

24 

○ワカメの養殖②（収穫）の体験活動をする。 

・地元の専門家の指導を受けながらワカメの収穫

体験をする。 

・鎌手の海の豊かさのおかげでワカメが育ってい

ることに気付かせ、豊かな海の環境を守っていこ

うとする意識をもたせる。 

25 

～ 

30 

○鎌手の海や高津川の観察・見学、ワカメの養殖

体験を通して学んだことを発表する 

・学習全体を振り返る。 

・学習を通して学んだことや感じたこと、考えた

ことを発表することで、自分自身の行動をよりよ

い方向へ向けられるよう促す。 



2.  学習活動の実際 

2-1.  単元における位置づけ 

単元 ３０ 時間中の １５ 時間目  

2-2.  本時の目標 

・単元で解決する課題を確認し、課題解決のための計画を立てることができる。 

・鎌手の海の環境について関心をもち、活動への意欲を高める。 

2-3.  本時の展開 

主な学習活動 / 反応 教師の指導・支援 / 評価の視点（方法） 

1 前時までの学習について想起し、本単元の学習課

題を確かめる。 

○鎌手の海の環境についてこれまでの活動について

想起する。 

・土田海岸や高津川の見学 

・わかめの養殖体験 

 

2 具体的にどのような活動が自分にできるか考え

る。 

・鎌手の海の様子を写真に撮り、HP に掲載するな

ど環境についての問題意識をいろいろな人にも

ってもらう。 

・環境に関する取組の先進的な例を調べ、自分たち

にできそうなことを探る。 

・自分たちからゴミのポイ捨てをしないことを確

認する。 

・海岸の清掃活動をする。 

・環境に関するポスターを作る。 

・今までの学習を新聞にまとめ、地域の公民館など

に掲示してもらう。 

・学習成果を発表する場を設け、情報発信する。（公

民館での発表・学習発表会等） 

3 「できそうなこと」、「実際にやっていくこと」を

考える。 

・自分から行動（清掃活動） 

・発表の場を設定し、ポスター・新聞作りや発表会

を行う。 

4 ふりかえり 

・学習の振り返りと次時の確認をする。 

・これまでの学習活動を想起させ、本単元の学習の位

置付けを確認させる。 

・それぞれの活動の写真などを提示し、視覚的に捉え

させる。 

 

 

 

・個々で考える時間を設定し、鎌手の海の環境を守っ

ていくために自分たちができることについて考え

をもたせる。 

・「自分たちにできること」・「伝えたいこと」の 2つ

の視点から取組の整理をしていく。 

 

・情報を発信していく大切さについても触れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「自分たちにできること」「伝えたいこと」について

整理し、それぞれの活動を計画する。 

・課題解決に向けた活動をしていくことを確認する。 

 

・次時の学習内容を確認し、児童に活動の見通しをも

たせる。 

・具体的に何を、どのような方法で伝えていくかを考

える。 

鎌手の海の環境を守るにはどうしたよいだろうか。 



3.  今回の活動の自己評価 

 鎌手の海の環境を守っていくにはどうしたらよいかという課題設定で、実際に海や川の観察・見学、ワカ

メの養殖などに取り組んだ。特に、現地での観察・見学、体験活動において環境アドバイザーや専門家から

詳しい話を聞けたことは、児童にとって学習意欲の向上にもつながり、見たことと知識がつながってよりよ

い活動・思考へと発展していったように思う。新聞やポスター作りでは、意欲的な姿を見ることもでき、調

べたことの発表会では、多くの人に自分たちの環境への思いを伝えることができ、満足した様子がうかがえ

た。また、自分たちが清掃活動を行う際もにも、強い目的意識をもって一生懸命に取り組む姿が見られた。

鎌手の海の環境を守るという単元は、この地域の児童にとってとても大切な内容で、今後も取り組んでいく

べきものだと感じた。 

4.  今後の課題 

 環境問題について、児童が実際に取り組める活動には限界があると思われるが、情報発信の仕方や方法を

工夫してより多くの人に現状を知ってもらえたらよいと感じた。また、「汚さない」という方向だけでなく、

「現在の豊かな海の部分についてもアピールする」方向で学習を発展させることもできると考えるので、地

域の活性化とも関連させて、鎌手の海のよさを知ってもらう活動にもつなげていきたい。  

 

 鎌手の海の観察（土田海岸）       20年ぶりに漂流してきたクリイロカメガイの観察 

   

高津川の見学（源流と側に生える「一本杉」）     ワカメの養殖（苗の植え付け） 

5.  本学習内容報告書活用にあたっての留意点 

 

※実施した単元ごとに作成してください。 

※写真、画像、図表等の使用可。必要に応じて記入欄やページ数を増やしても構いません。 

※基本レイアウト 
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